
全２日程で開催されます

① ９月１２日（日） １０時３０分～１３時３０分
②１０月１０日（日） １０時３０分～１３時３０分

理学療法士 松矢正利先生

①脛骨大腿関節、膝蓋大腿関節、
上脛腓巣関節へのアプローチ
②距腿関節、脛腓関節、距骨下関節への
アプローチ

全２日程分の受講費等全て含む

アムス校友会会員 ￥６，０００－
会員からの紹介があった者 ￥８，０００－
その他一般受講者 ￥１０，０００－

アムス柔道整復師養成学院

２０名（先着順）

メール申込のみの受付です

yasushi.toyota@ams-group.jp

※件名「手技療法講座 下肢 」、

本文「氏名（期生）」と入力して下さい
※外部受講生の場合は、本文に「氏名」とは別に
「アムス○○さんの紹介」ｏｒ「外部受講生」と記載下さい
※申込み受付後、必ず受付完了確認のメールを致しますが
万が一、申込み後３日以上経っても確認メールが届かない
場合は、お手数ですが事務局まで電話にてご確認下さい
（ＴＥＬ 070-5570-0045 担当：豊田）

以下の注意点をご確認下さい

※キャンセルは、必ず講義前日まで連絡をお願いします
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外傷や疾病による上下肢各関節の運動制限は、臨床家にとって最も治療技術を駆使できる対象

です。患者さんは一刻も早く、関節の可動性を良くし、痛みを少なくして、日常生活を過ごしやすく

したいと望んでいます。しかし、治療者側に知識・技術がなく、単に関節の角度が増えればいいと

対応していれば、患者さんは苦痛を強いられた治療を受けなければなりません。たとえ可動域を改善するために痛みを伴う治

療を行わなくてはならなくても、なるべく痛みを抑えられる治療技術を提供できればベストです。

そのために治療者は関節運動の知識と理解を深め、関節包内で行われている骨と骨の運動を正常に近づけていく技術を理解

しておいたほうが良いと考えます。この講座では、その治療意識の改革と技術の経験を目指しています。

２０１０年度 アムス校友会 学術勉強会
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